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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 4 1 6 0 0 1 1 2 3 2 5 0 0
2 * 0 0 8 15 6 7 1 3 5 8 2 1 0 3
15 * 0 0 4 11 4 7 2 4 9 13 3 3 1 2
16 * 0 1 4 9 1 2 1 1 5 6 2 3 0 0
28 * 2 3 3 11 2 5 2 1 2 3 6 0 2 0
7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 0 2 2 4 1 0 1 1 1 0 0 0
17 0 0 1 1 2 1 1 1 2 1 3 3 0 0 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
37 0 0 0 1 1 0 2 2 0 1 1 0 0 0 0
53 0 0 2 0 1 1 2 1 1 0 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 4 6 10 0
4 13 22 58 19 32 12 17 32 49 19 13 3 5

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 7 2 9 2 2 5 0 1 1 3 2 0 0
14 * 0 0 13 18 0 1 4 4 3 7 1 1 1 0
15 * 0 2 4 6 0 0 5 5 2 7 2 3 0 0
31 * 1 10 2 6 1 2 4 1 7 8 2 3 1 0
34 * 0 2 1 8 2 2 5 3 9 12 2 0 0 1
20 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 3 6 1 2 1 1 1 2 2 1 1 0
41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
82 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
84 0 0 0 0 1 0 0 5 0 4 4 2 1 0 0
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森田 恭平

10

庄田 亨平 8 27
上野 達郎 4 24
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上田 雅也 12 35
村井 将人 26 34
水島 匠悟 8
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立命館大学
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戦評
第2試合は、西日本大会準優勝の同志社大学対急成長を見せる立命館大学の好カードとなった。序盤は、同志社が
強さを見せたが、立命館も負けじと意地をみせた。立命館は、同志社のシュート力とリバウンドに苦しめられ、伝統の
一戦は同志社に軍配が上がった。
第１ピリオド、同志社が激しいディフェンスから速攻で得点を重ねる。シュート力のある同志社がじわじわと点差を広げ
ていく。同志社は#2石川が的確なミドルシュートで点数を稼いでいく。対する立命館は外からのシュート、ドライブから
のシュートがなかなか決まらず、同志社がリードを広げ終了。
第2ピリオド、同志社の勢いのある攻撃から立命館はファウルが多くなる。同志社は第1ピリオドと変わらずディフェンス
リバウンドをしっかりとり、立命館にセカンドチャンスを与えない。オフェンスリバウンドも全員がリバウンドに絡み、セカ
ンドチャンスを確実に得点へつなぐ。それに対して立命館は、諦めないしつこいディフェンスからターンオーバーを誘
発し、立命館#00上田が3Pシュートをしっかり沈め応戦するも、同志社の確率の高いシュートから、差を縮めることがな
かなかできない。残り1分、立命館は#14村井がインサイドプレイでバスケットカウントをもらい、同志社に食らいつくが、
39-27で同志社が2桁リードで前半を折り返した。
第3ピリオド、先手は立命館。#14村井のカットインで勢いをつける。連続得点で5点差にまで詰め寄るが同志社も堅い
守備からの速攻とインサイドプレイで巻き返す。残り20秒、立命館は＃31庄田が４つ目のファウルでベンチに下がり、
同志社もフリースローを確実に決めて52-41で同志社がリード。
第4ピリオド、立命館は#31庄田をふたたびコートに戻しチャンスを狙う、しかし同志社の＃15谷口がリバウンドを支配
し苦戦が強いられる。残り6分、#31庄田の連続得点で一桁に差を縮めるが同志社のプレスや正確なミドルシュートで
二桁に戻す。終盤、立命館はファウルゲームに持ち込むが、同志社が落ち着いてフリースローを沈め万事休す。75-
67で試合は攻守ともに一歩リードした同志社に軍配が上がった。
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